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謹賀新年

年 頭 の 辞

君
が
い
て
く
れ
て
よ
か
っ
た

 

そ
ん
な
技
術
者
を
育
て
た
い

第二世紀を力強く歩み、
多様な才能が育つ 

　

平
成
25
年
（
2
0
1
3
）、
新
し
い
年
を
迎
え
ま

し
た
。
被
災
地
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
と
て
も
「
お

め
で
と
う
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
東
日
本
大
震
災

で
は
、
1
万
5
8
0
0
人
余
の
方
が
亡
く
な
り
、

2
7
0
0
人
余
の
方
が
未
だ
行
方
不
明
で
す
。
そ
の

後
の
原
発
事
故
に
よ
り
、
住
み
慣
れ
た
土
地
を
離
れ

た
ま
ま
の
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
未
曾
有

の
災
害
を
、
記
憶
の
彼
方
に
追
い
や
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
日
々
、
自
ら
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
問
題
と

し
て
、
向
き
合
っ
て
ゆ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
今
年
こ
そ
、
希
望
の
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
、

と
願
っ
て
い
ま
す
。
若
者
が
希
望
を
持
て
る
社
会
に

し
た
い
。

　

た
と
え
、
不
況
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
、
先
の
見
え

な
い
、
混
沌
と
し
た
世
の
中
で
あ
っ
て
も
、
大
学
は
、

高
い
志
を
持
ち
、
語
り
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
が
大
学
の
使
命
で
す
。
あ
る
雑
誌
が
企
画
し
た
、

被
災
地
の
受
験
生
向
け
の
色
紙
に
、
私
は
「
君
が
い

て
く
れ
て
よ
か
っ
た
と
感
謝
さ
れ
る
技
術
者
に
、
君

に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
書
き
ま
し
た
。
学
生
諸
君
に

は
、
工
学
の
知
と
技
を
、
本
学
の
実
工
学
教
育
で
培

い
、
ア
ジ
ア
で
、
世
界
で
、
被
災
地
で
、
感
謝
さ
れ

る
技
術
者
に
育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
誰
か
ら
感
謝
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
20

世
紀
の
工
学
は
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
し

た
い
、
と
願
っ
て
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。
20
世
紀
の

建
築
界
の
巨
匠
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
（
1
8
8
7
〜

1
9
6
5
）は
、「
住
宅
は
住
む
た
め
の
機
械
で
あ
る
」

と
言
い
ま
し
た
。
機
械
は
、
目
的
と
機
能
が
一
対
一

で
対
応
し
ま
す
。
輪
転
機
は
印
刷
の
た
め
に
作
ら
れ
、

そ
れ
以
外
の
目
的
に
は
転
用
で
き
ま
せ
ん
。「
優
れ

た
住
宅
で
あ
れ
ば
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
に
幸
せ
を

も
た
ら
す
」
と
、
彼
は
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。
で
も
、

世
界
の
各
地
は
、
気
候
も
違
え
ば
、
建
築
資
材
も
異

な
り
、
生
活
文
化
も
多
様
で
す
。
す
べ
て
の
人
、
す

べ
て
の
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
統
一
的
な
住
宅
は
、
あ

り
得
ま
せ
ん
。

　

す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
す
る
統
一
的
な
答
え
は
な

い
と
、
21
世
紀
の
社
会
は
気
づ
き
始
め
て
い
ま
す
。

で
は
、「
す
べ
て
の
人
」
を
「
大
多
数
の
人
」
に
置

き
換
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
大
き
な
落
と

し
穴
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
置
き
去
り
に
さ
れ
る
の

は
、
弱
者
で
す
。「
大
多
数
の
人
」
を
幸
せ
に
す
る
、

喜
ば
れ
る
工
業
製
品
や
建
築
空
間
は
、
営
利
を
目
的

と
し
た
企
業
で
も
作
れ
ま
す
。
売
れ
る
か
ら
。
で
も
、

弱
者
の
た
め
に
、
少
数
派
の
た
め
に
、
優
れ
た
工
業

製
品
や
建
築
空
間
を
生
み
出
す
の
は
、
大
学
の
使
命

で
す
。
大
学
に
は
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
逃
さ
な
い
、

見
落
と
さ
な
い
工
学
が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
発
想
は
産
業
界
に
も
芽
生
え
て
い
ま
す
。
大

量
生
産
に
よ
り
価
格
を
下
げ
る
、
と
言
う
発
想
は
、

と
っ
く
の
昔
に
陳
腐
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
優
れ

た
も
の
づ
く
り
技
術
は
、
使
う
人
に
合
わ
せ
た
多

様
性
を
許
容
で
き
る
水
準
に
達
し
て
い
ま
す
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
は
、
弱
者
に
配
慮
し
た
製
品
は

大
多
数
の
人
に
も
使
い
よ
い
、
と
言
う
発
想
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
少
量
生
産
品
は
価
格
が
高

い
、
と
言
う
考
え
方
を
乗
り
越
え
る
、
大
き
な
可
能

性
の
芽
で
す
。

　

地
域
の
特
性
を
重
視
し
、
そ
こ
で
し
か
作
れ
ず
、

そ
こ
で
し
か
買
え
な
い
製
品
を
生
み
出
す
工
学
。
速

さ
を
競
う
の
で
は
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が

流
れ
る
工
学
。
あ
な
た
に
喜
ん
で
欲
し
く
て
が
ん
ば

る
工
学
。
そ
ん
な
世
界
を
、
学
生
諸
君
と
一
緒
に
、

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

日本工業大学　平成25年度入試日程

入試種別 日 　　     程

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/ 7 （月）～1/25（金） 2/ 1（金）～ 2/14（木）

試験日
・試験日を変えて、同
一学科の複数回
受験あるいは他学
科の受験が可能

1/31（木）　本学・郡山・水戸・高崎・千葉・東京・金沢・静岡
2/ 1 （金）　本学・仙台・東京・新横浜・新潟・長野 
2/ 2 （土）　本学・宇都宮・柏・東京

2/19（火）　本学・東京

合格発表 2/ 7 （木） 2/23（土）

特別奨学生入試
[筆記試験、調査書およ
び面接による選考]

第 2 期
出願期間 1/ 7 （月）～1/25（金）

奨学生には、1年次の学
費の半額を免除試験日と試験会場 1/31（木）～2/ 2（土）のうち、１日を選択して受験。

合格発表 2/ 7 （木）

センター利用入試
センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/ 7 （月）～1/28（月） 2/ 1（金）～2/14（木） 2/18（月）～3/ 6（水）
合格発表 2/ 7 （木） 2/23（土） 3/16（土）

工学部　機械工学科／ものづくり環境学科／創造システム工学科／電気電子工学科／情報工学科／建築学科／生活環境デザイン学科

募集要項（願書）のご請求およびお問い合わせ先
TEL.0120-250-267(入試室)　　ＵＲＬ http://www.nit.ac.jp/　　E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

[入試チェックポイント]
①一年次の学費半額免除！入学手続き締切日は3/12(火)まで。　[特別奨学生入試 第2期　他大学との併願可]　
②入試奨学金20万円給付！充実の奨学金制度[一般入試とセンター利用入試の成績優秀者]
③入学検定料 割引制度　[一般入試・センター利用入試・特別奨学生入試 第2期　複数日受験・複数学科受験など割引]
④全国14ヶ所試験会場　[一般入試]
⑤2月・3月に受験できます　[一般入試・センター利用入試・ＡＯ入試]

●ＡＯ入試を 3月上旬まで実施。
●各入試の詳細はそれぞれの「募集要項」でご確認ください。

　

学
園
は
今
年
、
創
立
1
0
6
周
年
を
迎
え
、
第
二
世
紀
を
力
強
く
歩
ん

で
お
り
ま
す
。
平
成
25
年
度
よ
り
、
大
学
院
は
学
部
3
学
群
に
対
応
し
て

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
、
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻
、
建
築
デ
ザ

イ
ン
学
専
攻
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
学
科
を
横
断
し
て
包
括
的
に
環
境

を
と
ら
え
た
専
攻
と
し
て
環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専
攻
を
設
置
し
ま
す
。

今
日
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
経
済
発
展
、
社
会
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
が

あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
さ
れ
、
技
術
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
問
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
問
い
に
広
い
視
野
で
深
く
掘
り
下
げ
て
い
く
、
新
た
な
知

の
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
よ
り
現
場
指
向
で
実
践
的
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
ず
る
の
が
、

開
学
以
来
の
教
育
理
念
で
す
。
大
学
院
の
教
育
・
研
究
に
お
い
て
も
課
題

発
見
能
力
や
問
題
解
決
能
力
の
育
成
に
力
点
を
お
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

ベ
ー
ス
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
を
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
部
で
は
、
現
在
、
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
棟
（
Ｗ
2
棟
）
を
建
設

中
で
す
。
本
年
2
月
に
は
竣
工
の
予
定
で
、
着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
機
械
工
学
科
が
平
成
20
年
度
よ
り
開
始
し
た
「
実
践
機
械
工
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
「
国
際
的
に
通
用
す
る
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
質

の
高
い
技
術
教
育
」
で
あ
る
と
し
て
、
昨
年
、
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機

構
（
J
A
B
E
E
）
か
ら
認
定
証
が
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

T
h
i
n
k 

g
l
o
b
a
l
l
y
. 

A
c
t 

l
o
c
a
l
l
y
. 

と
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
地
球
規
模
に
眼
差
し
を
注
ぎ
つ
つ
、
地
域
と
の

連
携
を
深
め
る
の
が
21
世
紀
人
で
あ
り
ま
す
。
地
元
宮
代
町
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
は
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
商
店
街
振
興
ま
で
、
多
彩

に
展
開
さ
れ
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

学
園
が
誇
る
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
12
年
か
ら
本
館
屋
上
に

導
入
を
開
始
し
、
平
成
22
年
に
増
設
を
行
っ
て
4
6
3
㌔
㍗
と
な
り
、
国

内
の
大
学
で
最
大
級
の
設
備
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
度
、
工
業
技

術
博
物
館
の
屋
根
に
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
型
電
池
60
㌔
㍗
を
設
置
し
ま
し
た
。

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
型
は
日
差
し
の
少
な
い
と
き
に
も
発
電
量
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
取
組
が
評
価
さ
れ
本
学
は
、
エ
コ
大
学
ラ
ン
キ

ン
グ
総
合
全
国
一
位
の
栄
誉
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

駒
場
で
は
付
属
中
学
校
・
高
等
学
校
は
生
徒
が
順
調
に
増
え
て
お
り
、

学
園
は
ま
す
ま
す
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
世
界
経
済
は
、
厳
し
さ
の
中
に
あ
り
ま
す
が
、
本
学
園
で
は
、

21
世
紀
を
担
う
多
様
な
才
能
が
育
っ
て
い
ま
す
。

日本工業大学　専門職大学院（大学院技術経営研究科技術経営専攻）
中小企業技術経営コース／プロジェクトマネジメントコース／新事業創造・起業コース

働きながら学べる専門職大学院　第 9期生　募集！
■平成25年度　専門職大学院　入試日程

出願期間 試験日 合格発表 入学手続締切
第2回募集 1月7日（月）～1月15日（火） 1月19日（土） 1月24日（木） 2月4日（月）
第3回募集 2月12日（火）～2月19日（火） 2月23日（土） 2月28日（木） 3月11日（月）

願書のご請求およびお問い合せ先：
〒101-0051東京都千代田区神田神保町2-5　日本工業大学　専門職大学院
TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594

学 長
波多野 純

理事長
大川 陽康

第４回エコ大学ランキング
総合第１位入賞

節電への取組み、CO2排出量の削減、
自然エネルギーの活用などが高評価

3年連続で上位入賞を継続中!!

　10月23日(火)、エコ大学ランキン
グの表彰式が地球環境パートナー
シッププラザ（GECO）国連ビル内
において、入賞した大学の学長や学
生代表が出席し、各報道機関の同
席のもと開催された。総合第１位（２
位フェリス女学院大学・３位東京大
学）の本学は、柳澤副理事長、藤田
総務部長、施設環境管理課の原課
長、学生環境推進委員会の籾山委
員長、久保塚副委員長が出席し、私
立大学では初めてとなる栄えある賞
を受けた。
　この受賞の背景は、本学が従来
から取り組んできた環境活動をはじ
め、3.11東日本大震災以降に取り

組んだ更なる省エネルギー活動や、
日頃学生が主体となって活動してい
る地域連携などが、外部から高い評
価を得た結果である。　
　今回の受賞はISO14001の環境
活動の成果と捉えている。今後はさ
らに学生への環境教育を中心とし、
１人でも多くの環境マインドを持っ
た学生を社会へ送り出せるよう取
組んでいく。
　なお、｢エコ大学ランキング｣とは、
全国781校の大学を対象にNPO法
人エコ・リーグがアンケート調査を
実施。184校の中から地球温暖化
対策、環境教育・学生環境活動など
をランク付けしたものである。

トロフィーを授与される籾山君。左は柳澤副理事長　 本学の出席者

年 頭 所 感

社会人大学院生　募集（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
本学で先端技術研究の取り組みを

◆ 大学院工学研究科　
博士前期課程　 ＊環境共生システム学専攻　＊機械システム工学専攻　＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻
博士後期課程　 ＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻　＊システム工学専攻　＊情報工学専攻
■平成25年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

日程
出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集 平成25年2月5日～2月12日 2月22日 3月4日 平成25年3月11日

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp/
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日 本 工 業 大 学 通 信（2） 平成25年1月1日発行 第180号

■ISO-12年度　環境目標の達成状況／2011年10月～2012年9月　（検証）○:達成、×:未達成
No. 監視・測定項目 進捗状況・実施記録（半期のまとめ） 検証

（達成率等）
推進担当者
（記載者）

①
持続的発展が可能な社の実現を
担う人材を育成するための環境
教育プログラムの策定

環境特別講演会の企画・実施(1月28日）
間接影響評価に関する検討 ○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

②
持続的発展が可能な社会の実現
に資する人材・高級化学技術者
の育成

環境コア科目「環境と工学・工業社会」講義を実施、次年度コア科目の内容検討  
新規環境系教養科目「環境化学応用実験」の実施
春学期環境コア科目「地球環境と人間社会」講義を実施
秋学期環境コア科目「環境と工学・工業社会」の打合せ、開講 
「環境化学基礎実験」の実施

○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

③ 体験的環境教育の推進
エコ・ミュージアムの推進の継続
環境コア科目「地球環境と人間社会」とりまとめ,受講152名,合格105名
「環境化学基礎実験」の集中講義を実施，受講16名，合格11名

○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

④ 環境に関する研究の推進 H23年度環境分野研究助成金　研究期間終了(5件）
H24年度環境分野研究助成金 公募・採択(5件） ○ 環境教育

検討部会

⑤
環境コミュニケーションの推進
（環境関連情報の発信拠点とし
ての役割と環境ﾏｲﾝﾄﾞの醸成）

エコ大学ランキング私立大学部門アンケート送付、エコロジープレスWEB（PDF版）発行、環境特別講演
会、エコロジープレスWEB発行・学内報への環境情報提示、エコプロダクツ2011への出展準備 ○ 環境推進

事務局

⑥
持続的発展が可能な社会の構築
にむけた社会・地域との連携、
行動の推進

学内環境施設見学(281名)、取材対応　・宮代町「キッズエコサミット」参加 ○

環境教育
検討部会
環境推進
事務局

⑦
環境教育
（学生環境推進委員会への支援
とコミュニケーション）

［10月］学内タバコ吸殻拾い、［11月］学祭・節福祭・町内清掃、［12月］消火訓練・学内タバコ吸殻拾い、［1
月］第8回EMS推進協議会・学内タバコ吸殻拾い、［2月］学内タバコ吸殻拾い、［3月］リサイクルショップ
準備・学内タバコ吸殻拾い・新入生受入準備（勧誘イベント等）、［4月］リサイクルショップ・学生環境推
進連携部会内部監査、サービスセンター部門内部監査に学生環境推進委員会がオブザーバーとして出席・
のぼり設置・タバコ吸殻拾い、［5月］クリーン宮代参加・タバコ吸殻拾い、［6月］学生連携部会との会合・
定期清掃・タバコ清掃、　「エコパーク2012」参加（ＮＨＫ放送センター）、［7月］タバコ吸殻拾い、［8月］宮
代夏祭り参加、［9月］内部環境監査員養成コース・オリエンテーション時タバコアンケート実施、節福祭
参加

○
学生環境
推進連携
部会

⑧ 電力使用量の削減 新基準値（H17-19年度基準値）　の8％削減
目標値8,426,568、実績6,869,972、基準値比25.0％削減 ○ 施設環境

管理課

⑨ ガス使用量の削減 新基準値（H17-19年度基準値）　の8％削減
目標値641,282、実績557,038、基準値比20.1％削減 ○ 施設環境

管理課

⑩ 上水使用量の削減 目標：前年実績の-1％削減
目標値37,696、 実績37,222、前年実績比2.2％削減 ○ 施設環境

管理課

⑪ 紙使用量の削減 目標：前年実績の1％削減
目標値4,304,768  実績4,335,300、前年実績比0.3％削減 × 環境推進

事務局

⑫ 廃棄物の削減・適正管理 目標：前年実績の1％削減
目標値8,176,412 実績値167,230kg、前年実績比6.2％削減 ○ 環境推進

事務局

⑬ 緑地整備・保全 秋期の定期剪定実施、学友会館駐車場整備に伴う樹木植替え、後援会退任理事による記念樹の植樹、東門
～南東門及び学友門周辺の樹木整備、年間計画に基づき落ち葉清掃・芝生の管理等実施 ○ 施設環境

管理課

⑭

グリーン調達の積極的な推進㈱
NITクリエイトから購入する事
務用品についてグリーン調達率
65％以上

目標：事務用品のグリーン調達率65％以上（WEB：たのめーる）
金額調達率　44.94％
数量調達率　53.01％

×

財務部
NITｸﾘｴｲﾄ
環境推進
事務局

⑮
安全・環境安全な化学物質の使
用・保有管理及び化学廃棄物の
保有・排出管理へ向けての改良

3/5（月）、5/10（木）、7/18（水）、9/28（金）、化学物質管理検討部会　4回開催
5月31日（木）「高圧ガス取扱い」講習会開催
化学物質管理ソフト導入準備（2社見積）

○ ｴﾈﾙｷﾞｰ使用
管理部会

⑯ ｴﾈﾙｷﾞｰ管理標準による適正使用
と法・安全管理・省ｴﾈﾙｷﾞｰ推進

H23年12/1、H24年2/24、5/8、6/26、9/12、エネルギー使用管理部会開催
6/29CO2基準排出量、H23年度排出量第3者機関検証
H24年夏季省エネの取組み実施･階段教室への省エネ化実施
次年度目標値検討

○ 環境管理
責任者

⑰ 教育・研究施設等の効率的・効
果的活用及び管理・運営

施設巡視実施
H23年11/30（水）システム工学系部門（指摘件数17件）
H24年4/27（金）電気電子工学系部門（指摘件数21件）
H24年8/1（水）建築学系部門（指摘件数20件）

○ 環境管理
責任者

⑱ 労働安全衛生法に基づく安全衛
生の向上

3月　消火栓用非常用発電機の設置（第1期工事として2箇所実施）
3月　キャンパス一斉放送設備構築（第1期工事として基幹建物実施）
9月　緊急用内線電話設置（学内報で周知9/15）
特殊健康診断（放射線取扱い業務）実施者の受診状況把握と推進　実施者2名

○ 環境管理
責任者

　

本
学
と
川
口
信
用
金
庫
と

は
、
平
成
20
年
11
月
締
結
の
産

学
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書

に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
技
術
相

談
、
講
演
会
開
催
等
相
互
に
協

力
を
深
め
て
き
た
。

　

昨
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る

公
開
講
座
「
創
業
の
基
礎
」
を

本
年
も
後
期
に
開
講
す
る
に
あ

た
り
、
川
口
信
用
金
庫
か
ら

講
師
派
遣
等
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
隔
週
土
曜
日
開
講
で
年
間

15
コ
マ
の
「
寄
付
講
座
」
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
贈
呈
式
が
9
月
26
日

（
水
）
に
本
学
学
長
室
で
執
り

行
わ
れ
、
川
口
信
用
金
庫
の
日

下
理
事
長
か
ら「
創
業
の
基
礎
」

講
座
が
波
多
野
学
長
に
贈
呈
さ

れ
た
。

　

本
講
座
は
、9
月
29
日
（
土
）

よ
り
15
コ
マ
、
隔
週
土
曜
の
1

限
・
2
限
に
行
わ
れ
て
い
る
。

少
数
精
鋭
で
学
生
10
名
、
社
会

人
5
名
で
の
ゼ
ミ
形
式
の
充
実

し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
2
年
目
と
い
う
こ
と

で
受
講
申
し
込
み
が
多
く
、
一

部
の
学
生
に
は
受
講
を
辞
退
し

て
い
た
だ
く
ほ
ど
の
人
気
で

あ
っ
た
。

　

本
学
が
連
携
校
と
し
て
参
画

す
る
取
り
組
み
「
彩
の
国
大
学

連
携
に
よ
る
住
民
の
暮
し
を
支

え
る
連
携
力
の
高
い
専
門
職
育

成
」
が
、
平
成
24
年
度
大
学
間

連
携
共
同
教
育
推
進
事
業
（
地

域
連
携
）」
に
文
部
科
学
省
か

ら
選
定
さ
れ
た
。

　

本
事
業
に
は
、
埼
玉
県
立
大

学
（
代
表
校
）
を
中
心
に
本
学
、

埼
玉
医
科
大
学
、城
西
大
学（
連

携
校
）
が
参
画
す
る
。
連
携
科

目
の
共
同
開
発
・
開
講
を
す
る

こ
と
で
、
4
大
学
の
学
生
が

チ
ー
ム
を
構
築
し
、
現
場
で
実

習
に
取
り
組
む
。
こ
れ
に
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
複

数
分
野
に
至
る
幅
広
い
視
野
か

ら
の
問
題
発
見
力
、
解
決
力
と

い
っ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
を

身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

　

本
事
業
を
本
格
的
に
立
ち
上

げ
て
い
く
た
め
、
11
月
7
日

（
水
）
に
埼
玉
県
立
大
学
に
お

い
て
、
第
1
回
彩
の
国
大
学
連

携
学
長
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
で
は
、
今
後
の
進
め
方

や
、
本
事
業
の

ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
で
あ
る
埼

玉
県
と
の
連
携

に
つ
い
て
も
意

見
交
換
を
図
っ

た
。

　

埼
玉
県
立
大

学
の
三
浦
学
長

は
、
埼
玉
県
が

進
め
る
健
康
長

寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
本
事

業
に
よ
る
人
材

育
成
が
大
き
く

役
立
つ
も
の
で

あ
る
と
述
べ
、

埼
玉
県
の
奥
野
保
健
医
療
部
長

は
、
全
国
一
で
高
齢
化
が
進
む

埼
玉
県
に
お
い
て
、
様
々
な
分

野
の
大
学
が
連
携
し
て
教
育
事

業
を
行
う
こ
と
は
大
変
意
義
深

く
、
将
来
の
埼
玉
を
担
う
人
材

育
成
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
述
べ
た
。

　

埼
玉
医
科
大
学
長
、
城
西
大

学
長
か
ら
も
各
大
学
の
教
育
理

念
の
下
で
事
業
へ
参
画
す
る
意

義
や
期
待
す
る
成
果
が
語
ら
れ

た
。

　

本
学
の
波
多
野
学
長
は
、
生

活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
が
平
成

21
年
度
の
開
設
間
も
な
い
学
科

で
あ
る
た
め
、
本
事
業
に
参
画

す
る
こ
と
で
、
不
足
し
て
い
た

実
践
現
場
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
謝
辞
を
伝
え
、
本
学
は
福

祉
ロ
ボ
ッ
ト
や
情
報
シ
ス
テ
ム

等
の
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
分
野
で

協
力
で
き
る
部
分
を
考
え
て
い

き
た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
各

大
学
が
同
じ
単
一
の
目
的
を
持

つ
の
で
は
な
く
、役
割
が
違
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
か
せ
る
と
こ
ろ

を
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と

が
本
事
業
の
素
晴
ら
し
い
ね
ら

い
で
あ
る
と
語
っ
た
。

　

Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
12
年
度
に
お
け
る

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
は
、

教
職
員
・
学
内
関
連
会
社
・
学

生
の
協
力
を
得
て
、
目
標
を
ほ

ぼ
達
成
し
た
。（
表
参
照
）
特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
は
、
東

日
本
大
震
災
以
降
継
続
し
た
節

電
へ
の
取
り
組
み
や
施
設
・
設

備
の
改
善
で
効
果
が
大
き
い
。

未
達
成
と
な
っ
た
紙
使
用
量
削

減
は
、
前
年
実
績
を
下
回
っ
た

が
目
標
を
ク
リ
ア
ー
で
き
な

か
っ
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
調

達
の
推
進
も
、
エ
コ
商
品
が
な

い
ア
イ
テ
ム
を
加
え
て
の
算
出

の
た
め
目
標
を
未
達
成
（
エ
コ

商
品
が
あ
る
ア
イ
テ
ム
集
計
で

は
達
成
）
で
あ
る
。

　

以
下
に
、
平
成
23
年
10
月
か

ら
平
成
24
年
9
月
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐

12
年
度
）の
活
動
を
紹
介
す
る
。

■
節
電
へ
の
取
り
組
み

　

①
教
室
を
除
く
照
明
器
具
の

電
源
解
線
・
ス
イ
ッ
チ
の
使
用

制
限
シ
ー
ル
貼
り
（
照
明
電
力

30
％
削
減
目
標
）。
②
外
灯
の

間
引
き
点
灯
③
教
室
・
主
要
建

物
の
室
内
ナ
イ
ト
パ
ー
ジ
実
施

④
空
調
の
中
間
期
完
全
停
止
⑤

外
気
温
度
に
よ
る
空
調
運
転
制

御
⑥
棟
別
に
30
分
間
の
内
5

分
間
の
空
調
停
止
（
夏
場
の
使

用
電
力
ピ
ー
ク
対
策
・
使
用

量
削
減
）
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
、
今
後
も
継
続
す
る
予
定
で

あ
る
。

■
施
設
・
設
備
の
省
エ
ネ
改
善

　

①
博
物
館
屋
根
に
太
陽
光

発
電
設
備
60
㌔
㍗
増
設
・
空

調
機
高
効
率
化
（
Ｅ
・
Ｗ
棟

の
低
棟
）・
建
築
学
科
棟
照
明

器
具
高
効
率
化
（
23
年
文
科

省
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
事

業
補
助
金
）

②
Ｗ
4
棟
屋
上
熱
交
換
塗
料

塗
布
（
断
熱
効
果
）
工
事

③
階
段
教
室
に
天
井
フ
ァ
ン
設

置
（
冷
暖
房
環
境
向
上
シ
ス
テ

ム
導
入
）
工
事
。

■
環
境
分
野
研
究
奨
励
助
成
金

制
度
に
よ
る
研
究
の
推
進
と
実

践
　

①
モ
バ
イ
ル
A
R
技
術
を

利
用
し
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
開
発
（
情

報
工
学
科　

勝
間
田
仁
講
師
）

②
故
郷
福
島
へ
の
環
境
貢
献　

‐
超
音
波
除
染
シ
ス
テ
ム
の

開
発
と
実
践
‐
（
機
械
工
学
科

　

神
雅
彦
教
授
）

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
無
線
セ

ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
た

屋
内
環
境
計
測
シ
ス
テ
ム
の
開

発
（
情
報
工
学
科　

高
瀬
浩
史

准
教
授
）

④
太
陽
光
発
電
に
お
け
る
高
効

率
最
大
電
力
追
尾
制
御
手
法
の

開
発
（
電
気
電
子
工
学
科　

木

村
貴
幸
助
教
）

⑤
水
圧
駆
動
除
染
ロ
ボ
ッ
ト
の

開
発
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　

樋
口
勝
准
教
授
）

■
環
境
特
別
講
演
会

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願

い
、
実
際
の
現
場
で
の
リ
ア
ル

タ
イ
ム
な
活
動
も
含
ん
だ
特
別

講
演
「
災
害
と
廃
棄
物
〜
火
災

予
防
対
策
や
有
効
利
用
の
可
能

性
〜
」
を
、学
長
以
下
教
職
員
・

学
生
約
2
0
0
名
の
参
加
を

得
て
開
催
。
講
師
に
は
、
国
立

環
境
研
究
所
資
源
循
環
・
廃
棄

物
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員

の
遠
藤
和
人
氏
を
招
い
た
。

■
学
生
環
境
推
進
委
員
会
活
動

　

①
学
園
祭
へ
の
出
展
（
平
成

23
年
11
月
4
日
〜
6
日
）
自

転
車
に
よ
る
発
電
体
験
や
大
学

の
環
境
施
設
解
説
な
ど

②
通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

実
施
（
平
成
23
年
11
月
27
日

（
火
））
学
生
40
名
、
教
職
員

3
名
、
宮
代
町
民
37
名
参
加

③
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
開
催

（左より）城西大・森本学長、埼玉県立大・三浦学長、埼玉県保健医療部・奥野部長、
 埼玉医科大・別所学長、日本工業大・波多野学長

日下理事長から目録を贈呈される波多野学長

（
平
成
24
年
4
月
１
日
（
日
）

〜
3
日
（
火
））
卒
業
生
の
不

要
に
な
っ
た
家
具
や
家
電
を
回

収
し
、
新
入
生
に
譲
渡

④
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｏ
笠
原
講
師
に
よ
る

内
部
環
境
監
査
員
養
成
研
修
開

催
（
平
成
24
年
9
月
6
日
〜

7
日
）
学
生
35
名
参
加

　

こ
の
よ
う
な
活
動
の
結
果
、

第
4
回
エ
コ
大
学
ラ
ン
キ
ン

グ
全
国
総
合
順
位
で
第
一
位
を

受
賞
し
た
こ
と
を
合
わ
せ
て
報

告
す
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
日
本
の
中

小
企
業
は
、
品
質
（
Ｑ
）、
コ
ス

ト
（
Ｃ
）、
納
期
（
Ｄ
）
の
追
求

だ
け
で
は
生
き
残
る
こ
と
が
難

し
い
状
況
に
あ
り
、
多
く
の
中

小
企
業
は
新
た
な
展
開
方
向
を

模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の
新
た

な
展
開
方
向
の
一
つ
と
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業

へ
の
成
長
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ

プ
企
業
（
以
下
、
Ｇ
Ｎ
Ｔ
企
業

と
呼
ぶ
）
と
は
、
世
界
の
ニ
ッ

チ
市
場
に
お
い
て
最
大
の
シ
ェ

ア
を
も
つ
企
業
を
言
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｔ
企
業
の
製
品
・
技
術

は
特
殊
、
高
級
、
高
機
能
、
専

門
等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
該
当
し
、

差
別
化
で
き
る
コ
ア
技
術
に
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
場
は
小

規
模
で
あ
る
た
め
、
大
手
企
業

は
積
極
的
に
参
入
し
ま
せ
ん
。

Ｇ
Ｎ
Ｔ
企
業
は
競
合
す
る
中
小

企
業
に
対
し
て
高
い
市
場
シ
ェ

ア
で
優
位
的
に
戦
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
Ｇ
Ｎ
Ｔ
企
業
は
相
対

的
に
激
し
い
コ
ス
ト
競
争
の
な

い
世
界
に
住
み
、
付
加
価
値
が

高
い
生
産
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

為
替
な
ど
経
済
変
動
に
強
い
体

質
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

日
本
の
中
小
企
業
が
Ｇ
Ｎ
Ｔ

企
業
を
目
指
す
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
新
た
な
ニ
ッ
チ
市
場
を

如
何
に
発
見
、
創
造
す
る
か
が

大
き
な
課
題
で
す
。
Ｇ
Ｎ
Ｔ
企

業
へ
と
成
長
し
た
事
例
を
み
ま

す
と
、
身
近
な
地
域
に
お
け
る

産
業
や
生
活
者
ニ
ー
ズ
を
ベ
ー

ス
に
市
場
創
造
す
る
ニ
ー
ズ
主

導
、
自
社
の
コ
ア
技
術
を
ベ
ー

ス
に
市
場
創
造
す
る
シ
ー
ズ
主

導
の
パ
タ
ー
ン
に
集
約
さ
れ
ま

す
。

　

コ
ア
技
術
を
持
た
な
い
多
く

の
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、
ニ
ー

ズ
主
導
が
現
実
的
な
選
択
と
な

り
ま
す
。
コ
ア
技
術
を
持
つ
中

小
企
業
は
シ
ー
ズ
主
導
も
選
択

で
き
ま
す
が
、
ニ
ー
ズ
に
適
合

で
き
る
よ
う
コ
ア
技
術
の
変
革

が
課
題
に
な
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
パ
タ
ー
ン
に
お
い
て
も
、
社

外
に
目
を
向
け
た
国
内
外
・
地

域
の
ニ
ー
ズ
や
シ
ー
ズ
と
ア
ク

セ
ス
で
き
る
多
様
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
が
不
可
欠
で
す
。

　

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

に
は
、
高
度
な
情
報
通
信
シ
ス

テ
ム
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
新

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

た
な
人
脈
づ
く
り
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
人
脈
づ
く
り
に
は
、

相
手
に
自
ら
の
存
在
を
認
め
て

も
ら
え
る
求
心
力
を
も
つ
魅
力

づ
く
り
（
コ
ア
技
術
も
含
め
）

と
多
様
な
出
会
い
の
場
に
身
を

置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
幸
い

に
も
、
東
京
に
は
多
種
多
様
な

産
業
・
職
業
に
就
業
す
る
人
材

や
生
活
者
、
留
学
生
が
多
い
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
人
々
と

ア
ク
セ
ス
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
、

異
業
種
交
流
、国
際
交
流
、学
習
・

趣
味
な
ど
多
様
な
出
会
い
の
場

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
場
を
活
用
し
た
多

様
な
人
脈
形
成
、
さ
ら
に
は
同

じ
価
値
観
を
共
有
し
合
え
る「
仲

間
づ
く
り
」
を
如
何
に
行
う
か

が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

本
専
門
職
大
学
院
で
は
院
生
個

人
・
会
社
の
魅
力
づ
く
り
と
と

も
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

を
高
め
る
人
材
育
成
が
課
題
と

な
り
ま
す
。（
大
学
院
技
術
経
営

研
究
科
教
授
・
小
田
恭
市
）

グ
ロ
ー
バ
ル
ニッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
へ
の
成
長
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

川
口
信
用
金
庫
が
本
学
に
寄
付
講
座
を
贈
呈

埼
玉
県
４
大
学
に
よ
る
教
育
連
携
事
業
が
始
動

彩
の
国
大
学
連
携
に
よ
る
住
民
の
暮
し
を
支
え
る
連
携
力
の
高
い
専
門
職
育
成
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　本学は、12/13～12/15の３日間、東京ビックサ
イトで開催された「エコプロダクツ2012」に３回
目の出展を行った。過去２回は、本学と学生が協
働して出展していたが、今回は学生環境推進委員
会が中心となり、学生手作りの「学生環境報告書」
「環境パネル」を展示するとともに、説明等にも対
応し展示会は盛況に終了した。また、見学者から
は「第４回エコ大学ランキングで総合第１位」の
取り組み事例に数多くの質問が寄せられた。

本ブースで来場者に応対する学生
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エコプロダクツ2012に出展

JACO講師による研修

11
年
10
月
〜
12
年
9
月
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【
第
36
回
】
10
月
25
日
（
木
）

授
業
公
開
に
よ
る
授
業
改
善

〜
「
よ
い
授
業
」
と
は
？
〜

　

本
学
で
授
業
公
開
が
実
施
さ

れ
始
め
て
か
ら
、
こ
の
春
学
期

で
ま
る
六
年
に
な
っ
た
。
全
学

を
挙
げ
て
の
取
組
と
し
て
は
全

国
で
も
稀
な
成
果
で
あ
る
。
他

の
教
員
の
授
業
を
参
観
す
る
こ

と
で
、
教
授
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
共

有
や
新
し
い
教
育
ア
イ
デ
ア
が

発
見
で
き
た
こ
と
、さ
ら
に
は
、

参
観
者
か
ら
指
摘
を
受
け
、
あ

る
い
は
、
参
観
し
た
授
業
に
対

し
て
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
授

業
が
見
直
さ
れ
、
多
く
の
授
業

改
善
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

教
育
改
革
委
員
会
が
企
画
し

た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

よ
り
広
く
知
見
を
共
有
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
ま
ず
今
ま

で
に
蓄
積
さ
れ
た
授
業
参
観
報

告
を
整
理
し
た
報
告
が
あ
っ
た
。

続
い
て
評
価
の
高
か
っ
た
具
体

的
な
授
業
（
事
例
）
が
紹
介
さ

れ
た
。
後
半
に
は
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
、

教
授
ス
キ
ル
の
向
上
に
合
わ
せ
、

学
生
の
学
習
歴
や
学
科
の
特
質

な
ど
の
様
々
な
視
点
か
ら
、「
よ

い
授
業
」
を
行
う
た
め
の
議
論

も
行
わ
れ
た
。

【
第
37
回
】
11
月
8
日
（
木
）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
研
修　

  

セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

を
な
く
す
た
め
に

　

今
回
は
学
内
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
委
員
会
が
企
画
し
て
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
る
大
き

な
原
因
で
あ
る
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
関
す
る
知
識
不
足
、
教
職

員
間
で
の
認
識
の
違
い
、
な
ど

に
つ
い
て
知
見
を
共
有
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は
、

本
学
の
よ
う
な
次
世
代
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
教
育
機
関
で

は
、
社
会
的
な
信
頼
や
評
価
を

得
る
た
め
に
も
重
要
な
こ
と
で

あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
外
部

か
ら
特
別
に
講
師
の
方
を
招
い

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い

て
の
講
演
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
多
く
の
事
例
を
交
え
て
の

講
演
で
あ
り
、
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。 

　

誕
生
か
ら
4
年
目
と
な
り
、

1
年
生
か
ら
4
年
生
ま
で
そ

ろ
っ
た
も
の
づ
く
り
環
境
学
科

と
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
が
、

第
4
回
目
と
な
る
合
同
講
演
会

を
12
月
8
日（
土
）に
Ｌ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

毎
年
、各
学
科
に
関
連
の
あ

る
分
野
の
方
の
講
演
が
あ
る

が
、今
回
は
、バ
イ
オ
と
ナ
ノ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
融
合
分
野
、電

気
製
品
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
の

分
野
の
そ
れ
ぞ
れ
2
人
の
専
門

家
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

最
初
は
、「
バ
イ
オ
と
ナ
ノ
の

世
界
に
遊
ぶ
」と
い
う
テ
ー
マ

で
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院

大
学
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
株
式
会

社
先
端
技
術
研
究
所
の
山
下
一

郎
氏
か
ら
、バ
イ
オ
分
野
か
ら

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
参
入

に
関
す
る
講
演
を
い
た
だ
き
、

現
在
、シ
リ
コ
ン（
S
i
）や
化

合
物
半
導
体
が
主
流
と
な
っ
て

い
る
電
子
デ
バ
イ
ス
へ
の
展
開

を
解
説
さ
れ
た
。さ
ら
に
、最
近

の
さ
ら
な
る
応
用
と
し
て
、バ

イ
オ
デ
バ
イ
ス
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
デ
バ
イ
ス
に

つ
い
て
も
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

次
に
、「
使
い
済
み
の
家
電

は
ど
う
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る

の
？
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、本
学

非
常
勤
講
師
で
も
あ
る
、株
式

会
社
テ
ル
ム
技
術
企
画
部
の
雨

宮
隆
氏
か
ら
、毎
日
働
く
洗
濯

機
や
携
帯
電
話
が
、新
し
い
機

種
を
買
っ
た
ら
お
払
い
箱
と
な

り
、そ
の
あ
と
ど
う
な
る
の
か
、

日
本
で
年
間
約
1
7
0
0
万
台

が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
、テ
レ

ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
・
エ
ア

コ
ン
の
4
種
の
家
電
か
ら
金
属

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
取
り
出
さ

れ
、資
源
循
環
さ
れ
る
様
子
が

具
体
的
に
紹
介
さ
れ
、問
題
点

な
ど
も
解
説
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

仕
事
の
や
り
が
い
や
大
学
生
に

期
待
す
る
こ
と
な
ど
の
話
も
あ

り
、さ
ら
に
、コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

に
は
、充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
過
ご
す
2
つ
の
学
科

の
在
学
生
と
、一
緒
に
参
加
し

た
高
校
生
が
交
流
を
楽
し
ん
で

い
た
。

　

主
催
し
た
両
学
科
の
担
当
者

に
よ
れ
ば
、参
加
者
の
中
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ

入
試
で
合
格
し
た
入
学
予
定
者

が
含
ま
れ
て
い
た
と
の
こ
と
。

こ
の
合
同
講
演
会
は
、入
学
予

定
者
の
専
門
分
野
へ
の
関
心
を

さ
ら
に
高
め
る
独
自
の
入
学
前

教
育
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
あ

る
と
い
う
。

　

4
年
目
と
な
る
本
学
と
栃
木

市
の
連
携
事
業
は
、前
年
同
様

2
つ
の
事
業
を
開
催
し
た
。

■
発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

　

今
年
度
の
企
画
は
、震
災
後

の
身
近
な
問
題
で
あ
る
放
射
線

に
つ
い
て
、正
確
な
知
識
を
身

に
つ
け
て
も
ら
お
う
と「
み
ん

な
が
知
り
た
い
星
と
原
子
と
放

射
線
！
！
」と
題
し
て
講
義
を

行
っ
た
。担
当
は
、本
学
共
通
教

育
系
物
理
学
教
室
の
教
員
で
、

11
月
17
日（
土
）か
ら
の
毎
週
土

曜
日（
計
4
回
）、國
學
院
大
學

栃
木
学
園
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
実
施
。講
義
内
容
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

・
第
1
回「
星
の
一
生
と
元
素
の

誕
生
」佐
藤
杉
弥
准
教
授

・
第
2
回「
原
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
利
用
」服
部
邦
彦
准
教
授

・
第
3
回「
放
射
線
を
知
る
・
測

る
」梅
谷
篤
史
講
師

・
第
4
回「
生
活
と
原
子
と
放
射

線
」佐
藤
杉
弥
准
教
授

■
親
子
で
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル

in
日
本
工
業
大
学

　

11
月
17
日（
土
）、栃
木
市
の

小
学
校
4
年
生
か
ら
6
年
生
と

そ
の
父
母
あ
る
い
は
祖
父
母
、

兄
弟
の
25
名
が
一
緒
に
も
の
づ

く
り
体
験
を
し
た
。

　

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
で
開

会
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た「
も

の
づ
く
り
体
験
」で
は
、機
械
工

学
科
の
大
島
康
彰
教
授
の
企

画
し
た「
は
ば
た
き
モ
ビ
ー
ル
」

を
、細
田
彰
一
准
教
授
と
院
生

や
学
生
の
指
導
に
よ
り
製
作
し

た
。小
学
生
た
ち
は
教
員
や
学

生
の
説
明
が
待
ち
き
れ
な
い
様

子
で
、真
剣
に
製
作
に
取
り
組

ん
で
い
た
。親
も
見
て
い
る
だ

け
と
は
い
か
ず
、つ
い
手
を
出

し
た
り
し
て
会
話
を
弾
ま
せ
て

い
た
。

　

そ
の
後
、親
子
一
緒
に
本
学

の
学
生
食
堂
に
て
食
事
を
と

り
、午
後
に
は
工
業
技
術
博
物

館
や
超
高
電
圧
研
究
セ
ン
タ
ー

等
の
施
設
を
見
学
。蒸
気
機
関

車
の
体
験
乗
車
や
落
雷
実
験
に

興
味
津
々
の
様
子
で
あ
っ
た
。

は
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
就
職
活

動
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

の
講
演
と
な
っ
た
。
講
演
終
了

後
は
個
別
相
談
等
を
実
施
し
、

好
評
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

支
援
部
長
よ
り
「
本
学
の
就
職

状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
本

学
の
就
職
支
援
の
取
組
を
中
心

に
、
保
護
者
の
方
々
に
子
供
へ

の
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

基
調
講
演
は
人
事
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
渡
邉
剛
氏
に
よ
り

「
わ
が
子
の
就
職
活
動
に
つ
い

て
、
親
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ

と
と
は
何
か
」
と
題
し
て
、
具

体
的
な
例
を
交
え
て
、
保
護
者

　

10
月
27
日
（
土
）、
学
友
会

館
に
於
い
て
就
職
支
援
課
主
催

の
「
保
護
者
の
た
め
の
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
が
開
催
さ
れ
た
。

本
学
に
お
い
て
初
め
て
の
企
画

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

を
開
始
す
る
学
部
3
年
生
と
大

学
院
1
年
生
、
さ
ら
に
就
職
活

動
の
終
盤
を
迎
え
た
学
部
4
年

生
と
大
学
院
2
年
生
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
。

　

関
東
圏
内
を
中
心
と
し
て
、

遠
方
は
岩
手
県
、
香
川
県
な

ど
か
ら
の
出
席
も
あ
り
、
約

2
4
0
名
の
参
加
を
得
て
行
わ

れ
た
。

　

厚
生
労
働
局
職
業
安
定
部
部

長
の
小
野
寺
徳
子
氏
よ
り
「
新

卒
者
の
雇
用
情
勢
と
埼
玉
労
働

局
の
取
組
」
に
つ
い
て
、
就

職
実
現
ま
で
徹
底
的
な
支
援
を

行
う
と
い
う
内
容
で
の
説
明
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
竹
内
学
生

第7回ビジネスプランコンテスト
表彰式・特別講演を開催

渡邉氏の基調講演

第16回スターリングテクノラリー
超小型車体で競う、マイクロクラスを新設

　11月10日（土）、本学の宮代
キャンパスで開催され、全国か
ら計97チームが参加した。人間
乗車、宙返り耐久など従来の7ク
ラスに加え、今回から、5センチ
角程度の超小型車体で競う「マ
イクロ」クラスが新設された。精
密技術への興味喚起を目的とし
ており、走行距離を競うほか、最
小サイズの車両は「マイクロ賞」
として表彰された。

第37回は講師としてコンサルタントの桜又氏を招いた

保
護
者
の
た
め
の

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
初
開
催

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
・
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
合
同
講
演
会

「
バ
イ
オ
と
ナ
ノ
の
世
界
に
遊
ぶ
」

「
使
い
済
み
の
家
電
は
ど
う
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
の
？
」

日
本
工
業
大
学
と
栃
木
市
の
連
携
事
業

発
見
の
森
セ
ミ
ナ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
ｉｎ
日
本
工
業
大
学

　第44回若杉祭が11月２日（金）から４日（日）
まで開催された。今年のテーマは、「若過ぎ魂
（soul）」。来場者や参加者に、若人である学生の
魂を五感で感じていただきたいという意味が込
められていた。会期中は天候にも恵まれ、来場者
は３日間でおよそ2,000人となった。
　例年通り、多くの団体がバラエティーに富ん
だ出店をし、様々な企画が目白押しであった。初
日はオープニングパレードから始まり、「らき☆
すた」などの声優、平野綾のトークショー、２日

目にはお笑い芸人のアンガールズ他のトーク＆
ライブ、３日目は若杉祭最大のイベントである
「秋のからっ風こんさぁと」が開催された。本年
は野外ステージで昨年レコード大賞新人賞を受
賞した「SUPER☆GiRLS」のライブが行なわれ、
熱気と興奮で大いに盛り上がった。
　会期中にはこのほか、２日目に第13回ホーム
カミングデー、３日目に建築設計競技表彰式が
行われた。後夜祭ではこれも恒例となった花火
が打ち上げられ、大成功のうちに幕を閉じた。

　今回は101件（内グループ59件）、187名の応募があった。9月18日（火）、書類選
考通過者による最終のプレゼンテーション審査が実施され、20件の受賞者が
決定した。（下表参照）
　11月2日（金）に表彰式が開催され、受賞者に賞状と副賞が贈呈された後、各
受賞プランのプレゼンテーションが行われ、聴衆は学生の斬新なアイデアに
興味深く聞き入っていた。
　式後には、第二部とし
て記念講演会が開催さ
れ、本学学生60名を含む
160名程が聴講した。講
師として、元トヨタ自動
車品質保証部部長級・硲
伸夫氏が招かれ、『私が学
んだトヨタの製造と品
質確保』をテーマに、世界
企業トヨタの現場にお
ける、ものづくりの体験
について講演を行った。

最終判定 氏名（代表） 共同応募者 プラン名

学長賞 辻　　輝明 恩田龍之介 除染作業やります！～あなたの街をクリーンに～
NITEC埼玉産学交流会賞 峯岸　克弥 月刊、学生新建築　
川口信用金庫賞 小谷野　健太 アメリカンコミックカフェの経営
宮代町長賞 三角　健太 酒井　遊・山谷悠和 お年寄り向けの清掃サービス
産学連携起業教育センター長賞 柴田　大樹 地域交流型カメラ講座および訪問販売
審査員特別賞 中島　知樹 日本工業大学内における衣類のクリーニング・サービス
優秀賞 真鍋　史彦 茶道における道具組シミュレーションサービス
優秀賞 鈴木　啓太 五井直人 傘リサイクル販売
優秀賞 吉田　健志朗 黒須健介 電子書籍喫茶　ブックリーダーの貸出業務
優秀賞 金子　剛士 競売型求人サイト、ワークション
奨励賞 森田　晋史 長田　周　 思い出ディスク開発・事業　
奨励賞 櫻井　洋平 大野裕也・近藤悠里 工房と機材の貸し出し
奨励賞 茂串　光崇 橋本真澄・早川　慧 これもファミリーレストラン？
奨励賞 内田　俊樹 金子 彩・金室勇樹 掲示板を使ったソフト開発支援ビジネス
努力賞 石井　貴文 現代の偏食を抑制する弁当の開発と販売
努力賞 村田　修一 HappinessShopping-買物する人たちのために-
努力賞 小林　朗人 自動商売機
努力賞 森田　裕也 渡邉文雄 季節を彫刻したガラス絵・グラスの販売
努力賞 横関　郷平 日暮憲道・齋籐　康 鉄道の町、大宮でレンタルレイアウト店を開く
努力賞 村田　岳史 水戸　亮・小林勇斗 真・運転代行　帝京　～トラック始めました～

第44回若杉祭開催報告第44回若杉祭開催報告教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

親子で協力して「はばたきモービル」を製作

パネルディスカッションで質問に答える講演者

マイクロクラスの車輛。熱源をバーナーで加熱し、走行する
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

 

さ
れ
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

6
日
（
土
）
の
式
典
は
9
時
に

始
ま
り
、同
学
李
学
長
の
式
辞
、

来
賓
の
祝
辞
、
在
学
生
・
卒
業

生
・
教
員
の
挨
拶
と
続
き
、
11

時
に
閉
会
し
た
。

　

式
典
後
の
夕
方
に
は
本
学
を

主
賓
と
す
る
李
学
長
主
催
の
晩

　

式
典
は
10
月
6
日
（
土
）、

中
国
・
華
中
科
技
大
学
光
谷
体

育
館
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
本
学
か
ら
波
多
野
学
長
、

柳
澤
副
理
事
長
、古
閑
教
授（
機

械
工
学
科
）、
劉
講
師
（
共
通

教
育
系
）
が
出
席
し
た
。

　

同
学
は
中
国
有
数
の
工
業
系

単
科
大
学
で
あ
り
、
本
学
と
は

昭
和
58
年
に
学
術
交
流
お
よ
び

研
究
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。
両
大
学
と
も
最

初
の
国
際
交
流
活
動
と
な
っ
た

の
が
こ
の
協
定
で
あ
り
、
こ
れ

ま
で
緊
密
な
信
頼
関
係
を
保
ち

つ
つ
、
お
互
い
に
発
展
を
続
け

て
き
た
。
学
術
交
流
や
学
生
の

交
換
留
学
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
。
昨
年
の
5
月
に
は
、
同

学
の
李
培
根
学
長
一
行
が
本
学

学
長
へ
の
表
敬
訪
問
と
し
て
来

学
し
て
い
る
。

　

10
月
5
日
（
金
）
に
は
前
夜

祭
が
開
催
さ
れ
、
同
学
学
生
に

よ
る
演
奏
や
踊
り
な
ど
が
披
露

記念品として、駱清銘副学長に日本人形を贈呈

継
ぎ
、
今
日
ま
で
至
り
ま
し
た
。
先
代
方
が
未
来
の
世
代
を
思

い
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
将
来
へ
の
投
資
を
怠
ら
な
か
っ
た
か

ら
こ
そ
、
現
在
の
学
生
自
治
会
の
繁
栄
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
『
ま
だ
見
ぬ
未
来
を
生
き
る
世
代
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
何

を
残
し
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。』

　

さ
て
、
私
ど
も
学
生
自
治
会
で
は
年
に
二
回
、
学
生
総
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
我
々
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
学
生
自
治

会
を
代
表
し
て
の
意
志
を
、
学
生
の
皆
様
方
へ
直
接
お
伝
え
で

き
る
貴
重
な
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
皆
々
様
の
ご
意
見
を
直
接

拝
聴
で
き
る
重
要
な
場
だ
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
学
生

総
会
を
、
た
だ
傍
観
せ
ず
自
ら
の
意
志
を
持
ち
参
加
す
る
こ
と

は
、
学
生
自
治
会
の
発
展
に
十
分
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
皆
々
様
の
ご
清
栄
を
祈
念
し
ま
す
と
と

も
に
、
本
年
も
引
き
続
き
ご
芳
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
45
代
学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会
委
員
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、
髙
麗
達
也
と
申
し
ま
す
。
時
代
が

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
今
、
学
生
自
治
会
を
預
か
る

重
責
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
。
多
く
の
期
待
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
身
を
賭
し
て
、
職

務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
学
は
、
今
年
で
創
立
1
0
6
周
年
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
数

多
く
の
先
輩
方
が
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
遠
い

昔
か
ら
先
代
方
が
引
き
継
い
で
き
た
長
い
歴
史
の
襷
を
受
け

餐
会
が
催
さ
れ
、
あ
ら
た
め
て

両
大
学
の
友
好
関
係
を
深
め
た
。 　

9
月
15
日
（
土
）、
宮
代
町
庁

舎
前
の
ス
キ
ッ
プ
広
場
に
お
い

て
、
第
3
回
節
福
祭
が
開
催
さ

れ
た
。

　

節
福
祭
と
は
、
本
学
の
学
生

環
境
推
進
委
員
会
が
大
学
の
地

元
で
あ
る
宮
代
町
と
合
同
で
昨

年
か
ら
始
め
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
環
境
保
全
活
動
の
推
進
、

エ
コ
意
識
の
向
上
、
大
学
と
町

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
と
い

う
3
つ
を
柱
と
し
て
、
出
展
者
、

来
場
者
、
そ
し
て
本
学
学
生
が

環
境
と
エ
コ
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

今
回
は
「
町
と
大
学
の
文
化

祭
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
委
員

会
紹
介
や
竹
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

製
作
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、

宮
代
町
商
工
会
や
本
学
の
団
体
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
も
協
力
し
、
来

場
者
も
多
数
訪
れ
、
大
変
な
盛

況
で
あ
っ
た
。

　

9
月
29
日
（
土
）、
宮
代
町
百

間
小
学
校
で
避
難
所
開
設
宿
泊

訓
練
が
実
施
さ
れ
、
本
学
の
外

国
人
留
学
生
10
名
が
参
加
し
、

住
民
と
交
流
を
図
っ
た
。
今
回

は
、
外
国
人
を
災
害
弱
者
に
し

な
い
よ
う
震
災
に
関
す
る
知
識

の
啓
発
や
避
難
所
訓
練
を
行
う

こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
体
育

館
で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
後
、

炊
出
し
や
仮
設
ト
イ
レ
設
置
等

の
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
約
70
名

の
参
加
者
は
体
育
館
で
1
泊
し
、

翌
日
解
散
と
な
っ
た
。 

　

今
回
新
た
に
入
居
し
た
の
は

建
築
学
科
2
年
の
豊
倉
龍
太
郎

君
と
機
械
工
学
科
1
年
の
吉
原

和
駿
君
の
2
名
で
、
10
月
16
日

（
火
）
に
春
日
部
市
長
を
表
敬

訪
問
し
、
激
励
を
受
け
た
。
家

賃
補
助
を
受
け
る
代
わ
り
と
し

て
団
地
で
の
地
域
貢
献
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
先
に
入
居

し
て
い
る
本
学
学
生
2
名
や
埼

玉
県
立
大
生
、
建
築
学
科
佐
々

木
研
究
室
の
4
年
生
ら
は
7
月

の
隣
人
祭
り
、
11
月
の
武
里
文

国
外
出
張

学
生
と
町
と
合
同
で

節
福
祭
を
開
催

宮
代
町
避
難
所
開
設

宿
泊
訓
練

学
生
環
境
推
進
委
員
会
主
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

み
や
し
ろ
産
業
祭
に
参
加

武
里
団
地
に
新
た
に

2
名
の
学
生
が
入
居

人
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ア
埼
玉
2
0
1
2

◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学
科
）

／
出
張
先
＝
イ
ン
ド
（
10
／
27

〜
11
／
4
）
／
目
的
＝
日
本
国

政
府
Ｏ
Ｄ
Ａ
有
償
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
・
エ
ロ

ー
ラ
ー
石
窟
寺
院
の
保
存
修
復

◆
呉
志
良
准
教
授
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／

31
〜
11
／
5
）
／
目
的
＝
北
京

国
際
青
年
研
修
学
院
と
の
学
生

募
集
に
関
す
る
協
定
締
結
の
打

合
せ
と
学
生
募
集
活
動

◆
劉　

講
師
（
共
通
教
育
系
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／
31
〜

11
／
7
）
／
目
的
＝
衢
州
中
等

専
業
学
校
と
武
漢
外
国
語
学
校

の
協
定
期
間
に
お
け
る
入
学
試

験
の
実
施
と
学
生
募
集
活
動

◆
古
閑
伸
裕
教
授（
機
械
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／
31
〜

11
／
7
）
／
目
的
＝
衢
州
中
等

専
業
学
校
と
武
漢
外
国
語
学
校

の
協
定
期
間
に
お
け
る
入
学
試

験
の
実
施
と
学
生
募
集
活
動

◆
大
田
健
紘
助
教
（
電
気
電
子

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
フ
ィ
リ

ピ
ン
（
11
／
19
〜
11
／
23
）
／

目
的
＝
I
E
E
E
第
10
回
地

域
に
お
け
る
国
際
会
議
で
の
研

究
発
表

◆
武
富
為
嗣
教
授
（
専
門
職
大

学
院
）
／
出
張
先
＝
フ
ィ
リ
ピ

ン
（
11
／
19
〜
11
／
23
）
／
目

的
＝
日
比
社
会
人
の
短
期
研
修

で
の
講
義
を
通
じ
て
Ｍ
Ｏ
Ｔ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

◆
星
野
坦
之
教
授
（
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
マ

レ
ー
シ
ア
（
11
／
20
〜
11
／

25
）
／
目
的
＝
第
3
回
画
像
電

子
お
よ
び
視
覚
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ

ィ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

2
0
1
2
で
の
論
文
発
表

◆
黒
津
高
行
教
授
（
生
活
環
境

デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張
先
＝

台
湾
（
11
／
21
〜
11
／
25
）
／

目
的
＝
国
際
会
議
「
世
界
遺
産

と
国
際
合
作
」
で
の
講
演

◆
於
保
茂
教
授
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
11

／
27
〜
11
／
30
）
／
目
的
＝
講

演
・
パ
ネ
ル
討
論
・
学
会
視
察（
Ｆ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ａ
国
際
会
議
に
併
設
）

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
11
／

28
〜
12
／
4
）
／
目
的
＝
Ｋ
Ｍ

Ｕ
Ｔ
Ｔ
に
お
け
る
国
際
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
学
生
の
引
率
と

博
士
論
文
の
審
査

◆
鈴
木
清
教
授
（
も
の
づ
く
り

環
境
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
11
／
30
〜
12
／
3
）
／
目
的

＝
砥
粒
加
工
学
会
Ｆ
Ｔ
専
門
委

員
会
第
5
回
研
究
会
・
工
場
見

学
会
へ
の
出
席

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
11
／
30
〜
12
／
3
）
／
目
的

＝
砥
粒
加
工
学
会
Ｆ
Ｔ
専
門
委

員
会
第
５
回
研
究
会
・
工
場
見

学
会
へ
の
出
席

◆
石
崎
克
也
教
授
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（
12
／
1
〜
12
／
5
）
／
目
的
＝

研
究
集
会
「
複
素
解
析
と
微
分

お
よ
び
函
数
方
程
式
へ
の
応
用

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
講
演
お
よ

び
函
数
論
関
係
の
研
究
打
合
せ

◆
正
道
寺
勉
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
12
／

1
〜
12
／
6
）
／
目
的
＝
第
13

回
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
営
工
学
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
国
際

会
議
に
お
い
て
論
文
発
表

◆
石
川
孝
教
授（
情
報
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
中
国
（
12
／
4
〜

12
／
8
）
／
目
的
＝
ウ
ェ
ブ
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
国
際
会
議
で

の
論
文
発
表 

実
戦
向
き
の
建
築
物

学
者
を
集
め
る
施
設
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
埼
玉
県
産

の
集
成
材
を
活
用
し
た
木
造

の
「
役
場
庁
舎
」
で
す
。
庁

舎
南
側
が
ガ
ラ
ス
張
り
で
明

る
く
、
窓
口
は
ロ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
、
入
口
が
複
数
あ
り
、

ど
の
方
向
か
ら
も
庁
舎
に
入

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
長

室
や
副
町
長
室
が
な
い
の
も

特
徴
の
一
つ
で
す
。
進
修
館

と
笠
原
小
学
校
も
深
い
味
わ

い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
の
見
学
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

　

み
な
さ
ん
、
行
田
市
が
舞

台
の
映
画
「
の
ぼ
う
の
城
」

を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
？

約
5
0
0
人
の
兵
で
守
備
す

る
当
時
の
忍
城
は
、
天
守
閣

は
な
く
自
然
地
形
を
活
用
し

た
実
戦
向
き
の
お
城
で
し
た
。

　

宮
代
町
に
も
実
戦
向
き
の

建
築
物
と
し
て
全
国
か
ら
見

▼
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル

医
学
生
理
学
賞
受
賞

者
は
山
中
伸
弥
京
都

大
学
教
授
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
事
実
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
る
言

葉
も
マ
ス
コ
ミ
を
賑

わ
せ
た
。
▼
共
に
、

同
賞
受
賞
が
決
ま
っ
た
の
は
英

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
名
誉
教

授
・
ジ
ョ
ン
・
ガ
ー
ド
ン
氏
。

日
本
で
は
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら

れ
た
存
在
と
も
い
え
よ
う
。
と

も
あ
れ
、
彼
の
紹
介
が
さ
れ
て

い
る
新
聞
記
事
を
引
用
し
た
い
。

▼
〝
15
歳
当
時
通
っ
て
い
た
英

国
名
門
の
イ
ー
ト
ン
校
の
通
知

表
で
酷
評
〞
と
い
う
見
出
し
が

つ
い
て
い
る
記
事
だ
。
本
文
で

は
『
1
9
4
9
年
夏
学
期
の
通

知
表
で
担
当
教
師
は
「
リ
ポ
ー

ト
に
は
50
点
中
2
点
と
い
う
も

の
も
あ
っ
た
」
と
指
摘
。「
教
師

の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
自
分

の
や
り
方
に
固
執
す
る
。
科
学

者
を
目
指
す
と
承
知
し
て
い
る

が
、
馬
鹿
げ
た
考
え
だ
。
本
人

に
と
っ
て
も
教
え
る
側
に
と
っ

て
も
完
全
な
時
間
の
無
駄
」。』

何
た
る
侮
辱
の
言
葉
か
。
▼
ち

な
み
に
こ
の
年
の
生
物
学
の
成

績
は
2
5
0
人
中
最
下
位
。

ガ
ー
ド
ン
氏
は
今
も
こ
の
通
知

表
を
研
究
所
に
額
に
入
れ
て

飾
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
▼
ま
さ

に
『
欠
陥
が
あ
る
か
ら
そ
れ
を

克
服
し
よ
う
と
出
発
し
た
』
と

い
う
好
例
で
は
な
い
か
。【
信
】 

編 集 後 記

　

電
気
電
子
工
学
科
の
吉
野

秀
明
教
授
が
9
月
12
日
（
水
）、

電
子
情
報
通
信
学
会
か
ら

フ
ェ
ロ
ー
の
称
号
を
授
与
さ

れ
た
。

　

フ
ェ
ロ
ー
と
は
、
関
連
分
野

の
見
識
に
優
れ
、
学
会
に
対
し

て
顕
著
な
貢
献
を
し
た
会
員
を

表
彰
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

吉
野
教
授
は
長
年
に
わ
た
っ

て
通
信
分
野
に
お
け
る
研
究
に

携
わ
っ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
流
れ
る
情
報
の
量
や
品
質

の
解
析
法
・
評
価
法
に
関
す
る

研
究
が
、
通
信
関
連
技
術
の
更

な
る
発
展
に
貢
献
す
る
と
し
て

評
価
さ
れ
た
。

　

将
来
的
に
は
、
例
え
ば
高
速

で
快
適
な
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
な
ど
、
生
活

を
豊
か
に
す
る
未
来
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

授
与
に
際
し
て
吉
野
教
授
は

「
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
も
ひ
と
え
に
多
く
の
諸
先

輩
方
、
同
僚
の
皆
様
方
か
ら
の

ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

る
と
深
謝
し
た
い
。
今
後
も
通

信
ト
ラ
ヒ
ッ
ク
・
品
質
分
野
に

お
け
る
研
究
に
尽
力
し
、
本
学

の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
て
い
る
。

東
京
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク

学
校
賞
入
賞
な
ど
、今
年
も
健
闘

学
長
一
行
が
華
中
科
技
大
学

創
立
60
周
年
記
念
式
典
に
出
席

電
子
情
報
通
信
学
会

吉
野
教
授
に
フ
ェロ
ー
を
授
与

入
賞
（
機
械
工
学
科
プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
有
志
、
モ

ノ
創
り
デ
ザ
イ
ン
工
房
）

・
学
生
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

賞　

セ
ミ
グ
ラ
ン
プ
リ
（
古
川

富
健
）

　

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
10
作
品

ま
で
出
展
で
き
る
。
学
校
賞
は

グ
ル
ー
プ
全
体
を
評
価
す
る
賞

で
あ
り
、
そ
の
入
賞
は
グ
ラ
ン

プ
リ
、
セ
ミ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
続

く
賞
で
あ
る
。
学
生
プ
レ
ゼ
ン

　

10
月
30
日
（
火
）
か
ら
11
月

5
日
（
月
）、
明
治
神
宮
外
苑

絵
画
館
前
（
東
京
）
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
世
界
有
数
の
デ
ザ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
東
京
デ
ザ
イ

ナ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク
2
0
1
2

学
校
作
品
展
」
に
お
い
て
、
昨

年
に
続
き
本
年
も
本
学
有
志
グ

ル
ー
プ
が
「
建
築
部
門
」「
プ

ロ
ダ
ク
ト
部
門
」
の
2
部
門
に

出
展
、左
記
の
賞
を
受
賞
し
た
。

・
プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門　

学
校
賞

テ
ー
シ
ョ
ン
賞
は
、
各
出
展
グ

ル
ー
プ
が
行
う
2
分
30
秒
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
及

び
終
了
後
の
拍
手
の
音
量
で
評

価
さ
れ
る
。

　

入
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
建

築
部
門
で
学
校
賞
入
選
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
部
門
で
は
出
展
し
た
６

作
品
の
う
ち
2
作
品
が
作
品
賞

入
選
と
い
う
結
果
と
な
り
、
国

内
外
の
強
豪
校
を
含
む
参
加
57

グ
ル
ー
プ
、
約
5
0
0
作
品
の

中
で
大
い
に
健
闘
し
た
。

　

展
示
期
間
中
、
建
築
部
門
、

プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門
共
に
見
学
者

が
絶
え
る
こ
と
が
な
く
、
賑
や

か
で
あ
っ
た
。
説
明
担
当
の
学

生
達
が
、
海
外
の
見
学
者
に
対

し
て
も
物
怖
じ
せ
ず
積
極
的
に

説
明
を
し
て
い
た
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。

学
生
自
治
会
中
央
執
行
委
員
会　

委
員
長
就
任
挨
拶

未
来
を
生
き
る
世
代
の
た
め
に
、私
た
ち
が
残
す
も
の

　
　

電
気
電
子
工
学
科
３
年　

髙
麗
達
也（
日
本
工
業
大
学
駒
場
高
等
学
校
出
身
）

建築部門の出展作品

市長と懇談する入居学生（両端）と佐々木准教授

宮代町
だより

174号

化
祭
へ
の
参
加
な
ど
、
団
地
住

民
と
の
交
流
を
続
け
て
い
る
。

　

も
の
づ
く
り
に
対
す
る
興
味

喚
起
と
、
伝
統
技
能
の
継
承
な

ど
を
目
的
と
し
た
県
主
催
の
イ

ベ
ン
ト
で
、
10
月
20
日
（
土
）・

21
日
（
日
）、
埼
玉
県
県
民
活

動
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
た
。
本
学
か
ら
は
創
造
シ
ス

テ
ム
工
学
科
の
中
里
研
究
室
、

樋
口
研
究
室
お
よ
び
「
ロ
ボ
ッ

ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
受
講
生
ら

が
参
加
。
開
催
ブ
ー
ス
で
小
学

生
対
象
の
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
工

作
教
室
と
、
両
研
究
室
の
ロ

ボ
ッ
ト
の
実
演
を
行
い
、
も
の

づ
く
り
の
大
切
さ
や
素
晴
ら
し

さ
を
広
く
県
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

　

第
23
回
み
や
し
ろ
産
業
祭
が

11
月
4
日
（
日
）
宮
代
町
商

工
会
駐
車
場
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。
9
時
半
か
ら
始

ま
っ
た
祭
り
に
は
、
好
天
も
手

伝
い
多
数
の
観
客
が
詰
め
か
け

た
。
本
学
か
ら
は
「
輪
ゴ
ム
銃

射
的
同
好
会
」と「
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
工
房
」
の
2
団
体
が
参
加
。

共
に
昨
年
か
ら
の
継
続
出
店
と

い
う
こ
と
も
あ
り
固
定
フ
ァ
ン

が
つ
く
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
た
。
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
工
房
製
作
の

車
輌
を
紹
介
す
る
な
ど
、
学
生

は
本
学
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

 　

宮
代
町
内
の
美
化
、
地
域

の
活
性
化
、
お
よ
び
近
隣
住
民

と
学
生
の
交
流
を
目
的
と
し

た
、
学
生
環
境
推
進
委
員
会
主

催
の
通
学
路
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
も
今
年
で
4
回
目
に
な
る
。

　

11
月
24
日
（
土
）
10
時
、
宮

代
町
ス
キ
ッ
プ
広
場
か
ら
、
4

班
4
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
清

掃
を
開
始
し
た
。
回
を
追
う
ご

と
に
参
加
者
が
増
え
て
お
り
、

本
年
は
学
生
自
治
会
や
留
学

生
、
障
害
者
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
ふ

れ
ん
だ
む
」、 

中
高
生
で
組
織

さ
れ
、
様
々
な
環
境
活
動
に
お

い
て
活
躍
中
の
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｒ
Ｏ
エ
コ
☆
ス
タ
ー
ズ
の
メ

ン
バ
ー
ら
計
1
0
5
名
が
参

加
し
た
。

学
生
の
地
域
交
流
活
動

いろいろな所にゴミが捨てられていることに気付く
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